
 

平
成
28
年
度
の
町

税
が
20
億
円
を
下

回
り
ま
し
た
。
過
去
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
23
年
前
の

平
成
5
年
以
来
の
こ
と
で

す
。
27
年
度
20
億
円
、
28

年
度
19
億
円
と
減
少
す
る

中
、
町
内
事
業
所
の
生
産

停
止
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
平
成
29
年
度
・
30
年

度
の
税
収
を
ど
の
よ
う
に

予
測
し
て
い
ま
す
か
。

税
収
の
減
少
以
外
に
も

財
政
調
整
基
金
の
減
少
も

質
問

平
成
28
年
度
予
算
と
財
政
改

革
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
基
金
は
す
で

に
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
本
体
工
事
の
負
担

金
や
中
地
区
の
整
備
の
財

源
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
「
平
成
27
年
国
勢

調
査
の
速
報
」
で
は
、「
本

町
の
人
口
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
た
め
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
実
施
し
ま
す
か
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

税
収
や
人
口
が
減
少
す
る

中
、
歳
出
だ
け
は
２
年
連

続
で
60
億
円
を
超
え
る
予

算
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

税
収
が
23
年
前
に
戻
っ
た

以
上
、
平
成
５
年
度
の
一

般
会
計
予
算
額・町
人
口・

職
員
数
な
ど
を
比
較
検
証

す
る
な
ど
し
て
、
早
急
に

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

 

税
収
確
保
の
た
め

企
業
誘
致
を
推
進

し
、
現
在
工
事
中
や
立
地

が
決
定
し
て
い
る
企
業
も

数
社
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ

に
は
反
映
で
き
な
く
、
27

年
度
計
上
額
よ
り
下
回
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

基
金
残
高
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
IC
関

連
整
備
に
は
国
の
交
付
金

と
地
方
債
と
ス
マ
ー
ト
IC

建
設
基
金
、
ふ
る
さ
と
基

金
を
充
て
て
い
ま
す
。
財

政
調
整
基
金
は
予
算
編
成

上
取
り
崩
し
て
お
り
ま
す

が
、
極
力
節
約
に
努
め
取

り
崩
し
の
な
い
財
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
IC
は
町
の
発
展
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
の
た
め
最

優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
は
、移
住
・

定
住
人
口
の
増
加
に
向
け

企
業
誘
致
そ
れ
に
伴
う
雇

用
拡
大
や
住
宅
取
得
に
対

す
る
支
援
、
空
家
の
有
効

活
用
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
支
援
・
子
育
て
支
援
と

回
答

町の税収入予算額（折れ線グラフ）と国勢調査の人数（棒グラフ）の推移

安
や す い

井　忠
まこと

し
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
財

政
健
全
化
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
職
員

の
関
係
や
施
設
の
開
館
時

間
の
見
直
し
を
含
め
運
用

方
法
・
統
合
・
町
有
財
産

の
有
効
活
用
な
ど
を
検
討

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

［
町
長
］

ここが聞きたい

H2 H7 H12 H17 H22 H27

国
勢
調
査
の
人
数

町
の
税
収
入
予
算
額

1,700,000

1,900,000

2,100,000

2,300,000

2,500,000

14,000

14,500

15,500

16,000
（千円）（人）

15,000

平成27年国調人口は速報値の
ため変動する場合があります

回
答

A N S W E R
質
問

Q U E S T I O N
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